
👇 防災訓練：避難所体験 

👇 作品展 

２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

事業内容 

（１） 魅力ある地域づくり事業 

近代化産業遺産＆日本の歴史を学ぶ 

兵庫県朝来市『生野銀山』＆但馬の城下町『出石地区』（１１月５日） 

人権平和パネル展 

『ウクライナから届いた戦禍の中の子どもたちが描く平和への願い』 

（１０月３０日） 

（２） 健康・生きがい・支えあい事業 

そとまちロードウォーキング 

但馬：出石地区（１１月５日） 
 

（３） 地域ぐるみの生活安全・環境事業 

防災訓練：避難所体験ほか 

（１１月２７日） 

環境ポスター作成・学区内掲示 

（２月 学区内ごみステーション） 

芦田大谷砂留整備作業＆新規調査 

（１１～３月） 
 

（４） つなぐ心・人・地域交流事業 

 作品展 （１０月３０日） 
 

（５）広報誌発行事業（年３回）   
 

（６）コミュニティ育成事業 

    地域一斉清掃・地域交流行事など（通年） 
 

（７）まちづくり推進委員会運営事業（通年） 

    善行市民表彰の推薦と善行学区民表彰  

選挙啓発 

成 果 

協働のまちづくりの推進の向け，新型コロナ感染防止対策を行うことで安全を確保しながら，行事の規模を縮

小したり，内容の変更，開催時期を考慮したりするなど，適宜工夫して実施することができた。 

課 題 

高齢者の割合が高い地域なので，感染リスクを考えて行事内容や開催日，規模を変更せざるをえなかった。ま

た，近年は各団体役員の高齢化や担い手不足も課題になっている。 

課題解決にむけて 

コロナ禍を踏まえた“新しい日常”のなか，地域のニーズに応えられるように，関係機関や各種団体との連携

を図り，幅広い世代の活動の活性化と人材（担い手）の育成に取り組んでいく必要がある。 

有磨学区まちづくり推進委員会 委員長 甲斐 昌基 

  (問合せ先) ０８４－９５８－３８４９（有磨交流館） 

👇 生野銀山 

👇 そとまちウォーキング 

 

👇 人権平和パネル展 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域ぐるみの生活安全・環境事業 

芦田大谷砂留整備 
２０１７年から「地域まちづくり計画推進事業」として整備を 

はじめました。現在は地域まちづくり推進事業の「地域ぐるみの 

生活安全・環境事業」として，自治会連合会，芦田 

大谷砂留を守る会（ボランティア）とまちづくり推 

進委員会の部会のメンバーで，整備保全活動を行っ 

ています。 

２０２２年度は，５月２２日に「現地研修会」を 

開催しました。岡山大学准教授の樋口先生を講師に 

迎え，6番砂留を実際に見学し，砂留の構造などを 

学びました。 

 

本格的な整備作業は，１１月１３日（日）から３月 

１２日（日）までの毎週日曜日の午前中に行いました。 

本年度は，まず側道の木々の伐採や落石の除去から整

備を始めました。そして，３・４番砂留の側道から降り

る急斜面の道を階段状に整備，６番砂留の入口の進入路

工事など新たに実施することができました。 
 

天候不順で整備作業は２回中止になりましたが，大き 

なけがや事故もなく，またマスクをつけての作業は息苦

しく大変でしたが，みなさんのご協力により順調に進み

本年度は終了，来年度以降に繋げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

今年度も通常の整備作業に加えて，新規 

砂留の調査が１２月より始まりました。 

   岡山大学准教授の樋口先生と調査を進め 

たところ，２０２３年３月末まで計１２回 

の調査で新たに１００基砂留が発見確認さ 

れ，初年度からの調査で合計３４７基とな 

りました。 

 

 

『新規砂留の調査』継続中！ 

 

 

👇 現地研修会 

👆 調査の様子 


